
論点整理紙 

事 業 名 地域の魅力等発信基盤整備事業 

執行府省庁 経済産業省 

 

１．事業目的と効果発現経路 

○ 地域の魅力発信は経済産業省が行う事業なのか。 

○ 本事業の目的が広く、アウトカムの達成に対して間接的な取組が見受け

られる。本事業の目的をより具体的に設定するべきでないのか。また、

アウトカムは事業効果を測る上で適切な指標を設定すべきではないか。 

 

２．データ取得とその活用 

○ 間接補助事業について、アウトカムへの寄与を適切に把握するためのデ

ータ取得がどの程度できているのか。また、取得出来たデータをＰＤＣ

Ａサイクルにどう活かしているのか。 

 

３．類似事業との重複排除 

○ 本事業は、例えば、復興庁の情報発信事業と類似の事業が採択されてい

ると思われる。 

○ 経済産業省は、本事業と類似する他省庁が執行する事業について、どの

ように重複を確認しているのか。 

○ 間接補助事業者の採択にあたり、どのように他事業との重複を排除して

いるのか。（事務局及び外部有識者委員会の審査内容等） 

 

 

 



事業目的・概要 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故以降、
福島の復興は着実に進展している。一方で、福島に関する報道
の減少に伴い、国内外において復興の状況を知る機会が限られ、
情報の固定化や風化が進んでいる。

本事業では、被災12市町村を中心とした福島県の伝統・魅力
等の発信による風評払拭や交流人口増加に向けた取組を支援
することで、正確な情報が発信される基盤を整備する。

併せて、国自身も復興状況や魅力を戦略的かつ効果的に発
信し、それを通じて正確な情報が発信される基盤を整備する。更
に、国内外からの関心が集まる2025年大阪・関西万博において、
複合災害を経験した福島だからこそ示せる未来社会の展示・催
事や福島浜通りへのツアー等を実施する。

成果目標・事業期間

正確な情報と伝統や魅力を発信することにより、福島県浜通り地
域における来訪者を震災前の規模への回復を目指す。

事業概要

（１）民間団体等による風評払拭や交流人口増加を目指す
取組を支援する（補助）

（２）復興状況や魅力に関するコンテンツ制作や発信、調査
を行う（委託）

（３）万博テーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」の実現に向
けて、創造的復興の観点から展示・催事を実施する。
また、主にインバウンドをターゲットに福島への投資や誘客
を促すツアーを実施する（委託）

民間団体等国

補助
（10/10以内）

（１）地域の伝統魅力等発信支援事業（補助）

地域の魅力等発信基盤整備事業
令和7年度予算額 3.3億円（3.8億円）

福島復興推進グループ

福島広報戦略・風評被害対応室

民間団体等国
委託

民間団体等

補助
（10/10、2/3、
1/2以内）

（２）地域の魅力等戦略的発信事業（委託）

（３）2025年大阪・関西万博を契機とした
福島復興情報発信事業（委託）










































